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プレゼンテーションの流れ

・団体の紹介
・ニコニコ夢食堂の紹介
・なぜ私たちが子ども食堂の活動を始めたのか
・私たちの目指す自立支援
・ニコニコ夢食堂の目指していること
・プロジェクトテーマ発表



NPO法人教育研究所とは？

社会と関わりながら自分らしく生活ができる
ようになるお手伝いをしている団体です。



＊アウトリーチ（訪問支援）研修 内閣府委託

＊アウトリーチ支援

＊児童養護施設への出張カフェ事業 自主事業

＊相談支援事業

＊各種講演・講義

宇奈月自立塾
＊自立援助ホームうなづき（児童養護等15歳～20歳の生活支援）富山県委託
＊低額宿泊所うなづき （生活保護・生活困窮者の生活支援）
＊ニート・ひきこもりの合宿支援事業 自主事業

にいかわ若者サポートステーション 15歳～49歳の就労支援
厚生労働省委託

多機能型事業所にいかわ（障害者の就労支援） 富山県指定
＊就労移行支援
＊就労継続B型支援

ひとり親等無料学習支援教室 （毎週水曜日18時30分～20時） 黒部市委託
＊小学5年生～中学3年生までの学習支援

ニコニコ夢食堂
＊小学生の居場所、こども食堂

NPO法人教育研究所とは？





ニコニコ夢食堂の紹介

令和5年7月より開所
令和6年4月より定期開催

毎週火曜日16時～19時

中央小学校、桜井小学校、宇奈月小学校、
生地小学校、入善小学校などから
平均9.5名のお子さん（のべ200名以上）が参加しています！



ばんそうこうを貼るような支援だけでいいの？



既存の対症療法的な支援の難しさ

就労支援よりもっと前の段階で適切に関
われていれば…

離職→生活保護→支援→就職→離職
→生活保護→支援→就職→離職…



ニコニコ夢食堂のねらい

・転ばないような歩き方 「最低限の強さ、一歩先を見る力」
・上手な受け身 「適切な対応ができる力」

→地域の信頼できる大人に見守られながら練習できる場所で
子どもたちが社会的な自立をするための土台作りをしたい！



子どもの７人に1人が相対的貧困

相対的貧困
生きるか死ぬかの飢餓レベルというわけではないけれど、同じ国・地
域の人とくらべて（＝相対的にみて）収入・資産が少なく、生活も厳
しく不安定な状態

本来、当たり前に得られるはずの体験が得られない。
→体験の格差



体験格差は子どもの将来に大きな影響を及ぼす

・誕生日を祝ってもらった記憶がない
・すき焼きを食べたことがないから食べ方がわからない
・映画館というものに行ったことがない

体験の格差→文化的な体験の格差という側面

経済的な課題

家庭環境

教育への姿勢

（文化的な）体験格差



体験格差は子どもの将来に大きな影響を及ぼす

何が楽しいのかわからない…
学習に身が入らない…

今がよければそれでいい…
生きてゆくためのモチベーションがない…

幼少期からの経験が積み重ならないまま大人になる
→選択肢の少なさ 努力の仕方がわからない 不安定な雇用



ニコニコ夢食堂の目指す自立支援の形

学力 体力 基本的な生活習慣

安心できる心の居場所

転
ば
な
い
歩
き
方

上
手
な
受
け
身

多様な体験の提供
【文化的な体験】【能力開発の機会】



ニコニコ夢食堂の歩み（活動報告）



ニコニコ夢食堂の歩み（活動報告）



プロジェクトテーマ①

子どもたちが『面白そう！』『好き！』と思うような

体験と食事メニューを考えたい！

子どもたちが好きなメニュー 子どもたちが楽しめる体験活動

手巻き寿司 材料となる魚介類を釣りに行く

カレー 地域の畑を借りて野菜を育てる

ピザ ピザ窯づくり



プロジェクトテーマ②

子どもたちと地域の人たちとのかかわりを増やすには？

地域と関わることのできる体験活動 活動のひろがり、相乗効果

地引網の体験 伝統の継承

地域のお祭りに参加 家族や友人も参加するきっかけ


